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　ケインズ『一般理論』の標準的な理解にしたがえ
ば，貨幣ストックは外生変数として取り扱われ，この
外生的貨幣供給と流動性選好の相互作用によって（代
表的）利子率が決定されるものと考えられている。こ
うして決定される利子率は，企業家の長期期待の状態
と消費性向を所与とすれば，投資したがって有効需要
を決定する支配的な要因として位置付けられる。それ
ゆえ，ケインズにとって流動性選好理論は，セイ法則
のみならず貨幣数量説の「思考と表現の慣習的方式」
から脱却するための不可欠な要素なのである。
　『貨幣論』において，ケイ）イズは銀行貨幣を中心と
した信用貨幣システムを詳細に分析し，貨幣供給が本
質的に内生変数であることを認識していた。それにも
かかわらず，r－‘般理論』においてケインズは，貨幣
量が中央銀行によって外生的に決定されると述べ，そ
の後多くのケインズ研究者も，ケインズが外生的貨幣
供給を想定したという根拠をこの政策論的な箇所にも
とめてきた。また，ケイソズの外生的貨幣供給にかん
する想定を「貨幣の生産弾力性がゼロ」という貨幣本
質論にもとめる場合にも，この条件は貨幣供給が固定
的であり，不換管理通貨のもとで貨幣量の外生的なコ
ントロールが可能であるという意味に解釈されてき
た。このような解釈にしたがうならば，外生的貨幣供
給のもとでの流動性選好利子理論は，実物的要因の変
化に対する貨幣的要因の調整がすべて，流通速度の受
動的な変化をつうじて行なわれることを意味すること
となった。
　しかし，ケインズのとった脱却法は斬新なものであ
ったが，それは貨幣数量説からの不完全な決別であっ
て，「可変的流通速度型の数量説者」としての名残を
とどめるものであった。カルドアが強調してきたよう
に，こうした不徹底さは，やがてフリードマソをして
ケインズ理論の妥当性が貨幣量と名目所得の相関関係
が低いことにかかっていると思わしめ，ニューマネタ
リズムの台頭する素地を提供する羽目となった。
　ケインズの流動性選好利子理論との関連で貨幣供給
プロセスをどのように位置付けるかという視点から，
本研究では次の諸課題と取り組むことにする。第1
に，ケインズが採用したマーシャル的方法論に照らし
て，貨幣所得の決定に対して貨幣供給を外生的な与件
とみなす「単純化のための仮定」であったことを明ら
かにする。第2に，『一般理論』ではバック’シート
に置かれた「貨幣にかんする技術的詳細」の中から，
『貨幣論』で展開された貨幣供給の内生性が取り出さ
れ，これを金融動機として流動性選好利子理論に組み
入れたことを明らかにする。第3に，現代的視点から
流動性選好理論の枠組を拡張し，ポスト・ケインズ派
の内生的貨幣供給理論との統合をつうじて，発達した
信用貨幣経済における利子率と貨幣量の決定機構につ
いて考察する。
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